平成２５年度２学期における教職員の懲戒処分の状況について
１　報告期間
平成２５年８月３１日～平成２６年１月２２日（前回報告から本日まで）
２　概　　要
　　期間中、１７件（２０名）の懲戒処分を行った。
	校種別
	免職
	停職
	減給
	戒告
	懲戒計

	高等学校
	０
	１
	７
	３
	１１

	支援学校
	１
	０
	２
	０
	３

	中学校
	０
	０
	１
	０
	１

	小学校
	２
	３
	０
	０
	５

	合　計
	３
	４
	１０
	３
	２０


（１）一般服務関係…９件（１２名）
①体罰…４件（５名：管理監督責任１名含む）
　　ア　市立小学校　男性教諭（３１歳）『停職３月』
男子児童に対し、計６回にわたり平手で頬や頭を叩く、蹴るなどの体罰を行い、当該児童に下唇を切る怪我を負わせた。
また、以前にも、別の児童に対し、平手で頭を叩くなどの体罰を行っていた。
イ　府立高等学校　男性教諭（３１歳）『減給１月』
顧問を務める運動部の男子部員２名が消極的なプレーを繰り返したとして、蹴る、叩くなどの体罰を計１２回行った。
ウ　府立高等学校　男性教諭（５１歳）『停職６月』
顧問を務める運動部の男子部員２０名に対し、緩慢なプレーをした、時間や決まりを守らなかったとして、頭や頬を叩き、また、成績が悪かった部員を坊主頭にさせるなどの体罰を行った。また、熱中症を発症した部員がしばらく休んで回復したように見えたことから、試合に出る意志を示さないことに不満を持ち、罵声を浴びせ、半ば無理やり試合に出させた。総じて、２年５か月の間に計９７件行った。
＜管理監督責任＞
・府立高等学校　男性校長（５９歳）『戒告』
管理監督が不十分であり、この事態を未然に防止できなかったばかりか、外部から通報があった際に十分な事実確認を行わず、府教委に体罰にあたるような行為はなかったと報告していた。

エ　府立高等学校　男性教諭（５４歳）『戒告』
顧問を務める運動部の男子部員６名に対し、練習試合に遅刻してきたとして、頭部を叩く体罰を計６回行った。
なお、以前にも、顧問を務めていた部活動の部員に対し、平手で頬を叩く体罰を行い、訓告を受けていた。
②入試ミス…２件
ア　・府立高等学校　男性校長（５４歳）『減給１月』
・府立高等学校　男性前教頭（５３歳）『減給１月』
・府立高等学校　男性教諭（５４歳）『減給１月』
　　　 平成２５年度前期入学者選抜において、誤ったボーダーゾーン　　　の判定基準を用いて合否判定を行ったため、本来合格とすべき２名を不合格としていた。
イ　　府立高等学校　男性校長（５９歳）『戒告』
平成２５年度前期入学者選抜において、採点の誤りがあったため、
本来合格とすべき１名を不合格としていた。
③営利企業等従事制限違反…１件
・市立中学校　男性教諭（５８歳）『減給２月』
５年５か月にわたり、勤務時間外に食品加工会社や警備会社でアルバイトをし、約８１万円の収入を得ていた。
④不適切な生徒対応…２件
ア　府立高等学校　男性教諭（４９歳）『減給６月』
生徒の携帯電話に、夜遅く電話やショートメールを繰り返し、生徒に不安感を抱かせ、保護者にも不信感を与えた。
なお、以前にも、卒業生の女性の携帯電話に何度も電話をかけるなどの行為を行い、訓告を受けていた。
イ  市立小学校　男性教諭（６３歳）『懲戒免職』
理科の授業において、ヒョウタンの毒性の有無を事前に調べることなく、３クラス各８名計２４名の児童にヒョウタンを食べさせ、食中毒を発症させた。その後、校長から、「原因がヒョウタンかもしれないので食べさせてはいけない。」と指導を受けたにもかかわらず、その指導に従わず、その後の授業でも２クラス各２名計４名の児童にヒョウタンを食べさせた。この結果、計１７名の児童が嘔吐や腹痛などの症状を発症した。
（２）公金公物関係…３件
通勤手当の不正受給…３件
　　　  ・府立支援学校　男性副主査（４５歳）『減給３月』
　　 　 ・府立高等学校　男性教諭（５８歳）『減給３月』
・府立支援学校　女性教諭（２９歳）『減給２月』
　　　　  公共交通機関を利用するとして通勤認定を受け、これにより算出された通勤手当の支給を受けながら、バイクや自家用自動車による通勤を常態化させ、通勤手当を不正に受給した。
（３）公務外非行…４件
①痴漢…２件
ア　市立小学校　男性校長（５６歳）『停職６月』
電車内において、女性の臀部を触り、「大阪府公衆に著しく迷惑をかける暴力的不良行為等の防止に関する条例」違反容疑（痴漢行為）で現行犯逮捕された。
イ  府立支援学校　男性教諭（４４歳）『懲戒免職』
            駅のホームにおいて、女性の臀部を触り、奈良県の「公衆に著しく迷惑をかける暴力的不良行為等の防止に関する条例」違反容疑（痴漢行為）で現行犯逮捕された。
　　　　　　また、当該女性に対し、同様の行為を繰り返し行っていた。
②窃盗…１件
・市立小学校　男性教諭（４６歳）『懲戒免職』
パチンコ店のスロットマシンで、１枚５円のメダルを１枚２０円のメダルにすり替えるなどの方法により、３日間でパチンコ店の経営会社から１枚２０円のメダル約１，０００枚を窃取した。
③占有離脱物横領…１件
・府立高等学校　男性副主査（４６歳）『減給３月』
          学校に放置されていた自転車に乗って帰宅している途中、警察官に職務質問を受け、占有離脱物横領の容疑で書類送検された。
（４）交通法規違反…１件
・市立小学校　男性講師（２５歳）『停職１３日（停職１月相当）』
          原動機付自転車を運転中、交差点を左折した際、対向車待ちで停止していた前の車に追突し、バンパーが割れる損傷を与えた。
その後、現場から逃げ去り、あて逃げとして道路交通法違反容疑で書類送検された。

３　府教委の取り組み
　○　教職員の不祥事・不正行為が絶えないことを踏まえ、不祥事等を起こした場合の不利益や発覚の端緒を具体的に記載した通達を平成２５年９月４日付けで各府立学校長宛に発出した。
　　（市町村教育委員会にも参考送付）
　○　学校で部活動指導に関わる教員から率直な意見を聞き、実際に悩んでいる点などを共有した上で、体罰がなぜいけないのかを考える機会とするため、パネリストとして柳本晶一氏と為末大氏を招き、府立高等学校運動部活動顧問教諭等が参加する、「第３回運動部活動の指導者研修」を平成２５年１２月６日に実施した。
　○　体罰事案が後を絶たないことから、１月１７日に開催された市町村教育委員会人事担当者会議（市町村教育委員会の人事担当課長等が出席）において、体罰の発生時の適切な対応と体罰防止に努めるよう注意喚起をした。
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